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論　文　の　内　容　の　要　旨

　本論文は，初唐の文学について論じたもので，構成は以下の通りである。

序章　初唐という時代と，本書の概要

第一章　王績論

　第一節　王績伝論／第二節　王績の文学

第二章　初唐四傑論

　第一節　盧照隣の生涯と文学／第二節　駱賓王の生涯と文学／第三節　王勃の生涯と文学／第四節

　楊炯の生涯と文学／第五節　王勃「春思賦」と盧・駱の七言長篇詩

第三章　陳子昂論

　第一節　官人としての陳子昂／第二節　陳子昂の文学

第四章　沈佺期・宋之問論

　第一節　沈佺期の生涯と文学／第二節　宋之問の生涯と文学

第五章　初唐詩人を巡る人々

　第一節　薛元超／第二節　裴行倹

第六章　張説文学論

　第一節　宮廷詩人としての張説／第二節　欽州流謫詩群について／第三節　先天中，洛下唱酬詩を巡っ

　て／第四節　岳州小詩壇と幻の『岳陽集』／第五節　張説の抒情

初唐文学論関連年表

　序章では，初唐という時代が，世襲貴族の支配体制を維持した南北朝時代と異なり，寒門出身の新興知識

人に栄達への道が開かれた時代であることを述べるとともに，本論文の概要について説明する。

　第一章は，王績について論じる。第一節では，呂才の五巻本「王無功文集序」に基づいて王績の生涯を跡

づけ，王績が時代の最前線と意識的に絶縁し，世の中から退いた隠者としての自画像を都市の人々に焼きつ
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けようとしたことを述べる。第二節では，王績の文学について，悠々自適の隠棲生活を詠じる作品の背後に，

京師の繁華への未練と，それに関わり得ない不遇の思いが横たわっていることを述べる。

　第二章は，初唐の四傑について論じる。第一節は，盧照隣の生涯と文学についての考察である。そこでは，

盧照隣の詩の特徴が，古い文学への関心，平明で意に適う表現への傾斜にあること，それは，辺境に苦難の

人生を強いられる地方官僚に共通する心情の反映であったことを述べる。第二節は，駱賓王の生涯と文学に

ついての考察である。そこでは，駱賓王の生涯が挫折の連続であり，絶望と怒りが文学のテーマとなったこと，

駱賓王の作品には，唐代辺塞詩および獄中文学の先駆をなすものが見られることを指摘する。第三節は，王

勃の生涯と文学についての考察である。そこでは，王勃が不遇の境界に身を置く者の心情や青春の感傷を詩

賦に表したことを述べる。第四節は，楊炯の生涯と文学についての考察である。そこでは，楊炯が碑誌・祭

文・銘・神道碑・墓誌銘・行状などの碑伝文学に先駆的な業績を残したことを述べる。第五節は，盧照隣と

駱賓王の七言長篇歌行詩についての考察で，それらが逆境に生きる人間の強靭な精神を反映する通俗性を持

ち，新興の中・下層官僚たちの共感と支持のもとに育まれたこと，さらにその成立の背後には王績や王勃の

賦作品があったことを論じる。

　第三章は，陳子昂について論じる。第一節は，官人としての陳子昂像について，上書の分析を通して考察

したもので，陳子昂の政治的意見書は，「安人」（人を安んじる）という視点を基盤とし，激越な論理展開を

特色とすることを指摘する。第二節は，陳子昂の文学についての考察である。そこでは，「感遇」三十八首

を中心とする詩群に，儒教的処世哲学の根本である「兼済と独善」の意識が反映されていることに注目して，

その表現に示された意識を分析する。陳子昂は，文学は下流にいて志を得ない者たちにとって立身出世の手

段である，という唐王朝公認の正統的文学観に立脚して文学活動を展開した。

　第四章は，沈佺期と宋之問について論じる。第一節は，沈佺期の生涯と文学についての考察である。沈佺

期の獄中詩には，過酷な牢獄内の生活や，冤罪が構成されるからくりなど，宮廷詩の題材とは隔絶したテー

マがうたわれ，嶺南左遷詩には，人間への懐疑，心の平安への努力などがうたわれる。人間の持つ普遍的な

感情が詩中に結実したのである。第二節は，宋之問の生涯と文学についての考察で，宋之問にとって文学は

自己の信念や主張でなく，上昇志向を託すべきものだったことを指摘する。

　第五章は，寒門出身の新興知識人を積極的に推薦した二人の実力者，薛元超と裴行倹について論じる。第

一節では，薛元超がグループで活躍した学問・文学の士を推薦したことを述べる。第二節では，裴行倹が文

芸よりも器識を優先させて多くの文人を推薦したことを述べる。

　第六章は，張説の文学について論じる。第一節では，宮廷詩人としての活動を述べる。第二節では，欽州

に流謫された際の詩群について考察し，張説の流謫詩群には，異域を旅する嘆きだけでなく，官僚としての

自負，肉親への思慕など，宮廷詩にはない，人間の普遍的なテーマへの関心が見られることを指摘する。第

三節では，洛陽龍門における私的小詩壇の活動について考察し，風雅に生きる喜びを語る背景に，立身富貴

への強い願望が秘められていることを指摘する。第四節では，岳州に左遷された張説を中心とするローカル

小詩壇の活動，および散逸した『岳陽集』の構成や影響について考察する。第五節は，張説詩の抒情性につ

いての考察で，張説の非宮廷詩に表れた個人的抒情が，盛唐詩につながる側面を持つことを指摘する。

　以上，本論文は，おおむね不遇な生涯を強いられた初唐の文人を対象に，宮廷詩全盛の初唐文学にあって，

後世につながる個性的な文学の萌芽がみられることを，多様な側面から明らかにしたものである。

審　査　の　結　果　の　要　旨

　唐代文学史は，ふつう初唐・盛唐・中唐・晩唐の四期に区分される。このうち，初唐は，もっとも長い時

期を占め，唐代文学史の開幕を告げる重要な時期であるにもかかわらず，六朝文学を継承する宮廷詩全盛の
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時期という程度にしか評価されず，文学史上の空白期のように見なされてきた。本論文は，これまで充分に

研究されなかった分野を開拓し，総合的な視点から初唐文学について論じることによって，文学史の空白を

埋めることに成功した。このような規模を持つ研究は，日本のみならず中国においても例を見ない画期的な

業績であり，初唐文学はもとより，唐代文学研究を大きく前進させた快挙として，特筆に値する。

　本論文は，研究方法が確実で，ことさらに奇をてらうことなく，事実に基づいて緻密な議論が展開されて

いる。また，本論文で各詩人を論じる時，詩人の生涯と文学，つまり伝論と詩論という両面から考察を加え

ており，中国の文人研究の典型がここに示されている。このような研究方法によって導かれている結論が高

い信頼性を有しているのは，本論文全体を通じての大きな特色といえる。

　本論文は，過去の研究成果を踏まえながら，独創的な見解が随所に見られる。例えば，第二章第五節では，

七言長篇歌行詩について，通俗に徹した骨太の文芸で，逆境に生きる人間の強靭な精神が反映されていると

論じている。第五章では，寒門出身者を抜擢した高級官僚の視点から，業績か人柄かという人物評価の基準

について論じている。第六章第四節では，流謫者で構成するローカル小詩壇という視点から議論を展開し，

彼らの作品をまとめた『岳陽集』は，左遷の情緒さえもが詩の素材となり得ることを示し，文章によって栄

達を求めようとする者の作詩のテキストとして読まれたことを論じている。これらは，きわめて独創的な見

解であり，初唐文学に対する新たな魅力を発掘している。

　従来の初唐文学の研究では，おもに詩賦という韻文のみを対象に論じるのが一般的な傾向であった。本論

文はこのような研究方法と異なり，表奏，疏啓，碑誌などの多様な散文作品にまで対象を拡大し，多面的な

角度から初唐文学を論じている。さらに，官人としての初唐文人の意識・生き方を重ね合わせて，初唐文学

の独自性を解明している。初唐の新興官僚にとって，文学が単なる趣味でなく，自己の名利獲得を実現する

ための武器であることを証明した功績も大きい。

　本論文は，詩文の訓読に関してもしばしば工夫を凝らしている。ただし，時に疑問の残る訓読がないわけ

ではない。また，例えば李嶠の詩についての考察を欠いているのも惜しまれる。宮廷詩の文学史的意義を明

らかにすることによって，はじめて本論文の価値も増すからである。しかし，これらは本論文の価値を根本

的に損なうものでは決してない。本論文の研究成果が，初唐文学研究に大きく貢献し，今後の唐代文学研究

の指針となることは確実である。

　よって，著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




